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緒 言

肺臓淋巴系統 二關 スル研究ハ、1653年Rudbeck
(17)ノ報告テ以テ噛矢 トナシ、以來多撒 ノ研究報
'告テ克
ルニ至 リ、肺臓淋巴系統ガ諸種炎症性疾

患 ト重要ナル關係 テ有スル事バー般 二認 メラル

ル塵 トナ レ●リ。然 レドモ結核 ト肺臓淋巴系統 ト

ノ關係 二就 テハ、1876年Parrot(18)ガ 肺臓 二初

期攣化テ惹起 スル事 テ登見 シ、Ranke㈹ 一ヨリ

之ガ初期憂化群 トシテ提唱 セラル ・二至 リテ初

メテ肺臓淋巴系統ガ結核 ノ初期感染 ト特二重要

ナル關係 テ有 払 結核 ノ初期感染経路及 ビ病的

機轄テ確知スルニハ畢寛肺臓淋巴系統 ノ局所解

剖學的智識 テ基礎 トセザル可 カラザル 事 テ知

リ、軍二解剖學的見地 ヨリノ研究 二止マラズ、

結核感染機轄簡明 ノ目的 テ以 テ肺臓淋巴系統 ノ

解剖學的研究相踵 イデ行 ハル ・二至 レリ。

氣管枝淋巴系統 ト肺臓淋巴系統 トハ密接ナル關

係 テ有 シ、雨者 ノ研究 ハ常 二共 二行ハ レ、多激

ノ研究報告 テ見ルモ、就中其詳細 テ極 メタリト

信ゼラル ・ハ、Sukiennikow(20)及 ビEngel⑳ ノ

研究報告 ナリ。Sukiennikowハ 肉眼的検査 ノ結

果氣管氣管枝淋巴腺ハ氣管枝壁上二在 リ ト述

べ、之二反 シEngelハ 組織解剖學的検査 ヨリ

シテ、本氣管氣管枝淋巴腺ハ動脈壁上二在 リト

圭張 シ全 ク相反 スル報告テナセ リ。斯 クノ如 ク

本淋巴腺 ノ位置二關 シテスラ確定的ナル報告 テ

知 ラザル状態 ナリ。

醗 ツテ淋巴管二關 スル研究 ラ見ルニ、氣管氣管

枝淋巴腺ハ頸部淋巴腺 ト連絡 テ有 シ、結核菌 ノ

頸部淋巴腺内進入ハ必ズ氣管氣管枝淋巴腺内結

核菌進入二先行 シ、氣管氣管枝淋巴腺 ノ結核感

染後肺結核 テ惹起 スルモノナ リト圭張 スル學者

アルニ反 シ、一方氣管、氣管枝淋巴腺 ト頸部淋



es 川 村=淋 巴系統ニゴル結核菌 ノ禮丙播布状態 二關スル實験的研究 【第15巻

巴腺 トノ間ニハ断 ジテ連絡ナシト主張 スルー派

アリ6

斯 クノ如 ク、肺臓淋巴系統拉 ビニ氣管氣管枝淋

巴系統ガ結核感染 ト重要ナル關係 テ有 スト、一

般 二認 メラレ、是等二關 スル多数 ノ研究報告 テ

見ルモ上記 ノ如 ク確定的ナル論ナ久 吾々ガ實

第1章

1)肺 臓 淋 巴管 系 統 二就 テ

1651年 一1654年Rudbeckノ ・肺 臓 淋 巴 管 二 關 ス ル研

究 ヲ行 ヘ ル モ軍 二 淺在 性 淋 巴 毛細 管 二關 ス ル 研 究 二

過 ギ ザ リキ。1787年P.Mascagnie(22),1787年Csuik・

shank(23)・・肺 臓 淋 巴管 ヲ淺在 性 淋 巴 管及 ビ深 部 淋 巴 管

ノ2種 二分 類 シ、コ ノ雨 者 間 二 ・・互 二連 絡 ア リ ト記 裁

セ リ。CsuickshankMascagnie,Arnold(24),SapPey〔35),

Hystl(26)及 ビVirchow(2η 等 ・・肺 臓 内 二淋 巴 管 ノ存 在 セ

ル ノ・疑 フ可 ラ ザル 事 實 ナ リ トi述ブ。

1861年Wywo(iZoff(28)ノ ・肺胞 壁 二存 在 セル 毛 細 淋 巴 管

ヲ以 テ肺 臓 淋 巴管 ノ起 始 部 トナ セ リ。Wywodzoffノ

報 告 ト殆 ソ ド同時 二1866年Pybkowsky・ ・肋 膜 腔b

肋 膜 下 淋 巴 管 ト ノ間 ニ ノ・多 孔 性 ノ連 絡 有 リ ト 圭 張 シ、

本 説 ノ・Sikorsky(1870年)(29),B。Walther(1872年)(30)

Klein(1875年)(31)等 ノ認 ムル 所 トナvリ 。

Sikorskyノ ・「カル ミ ン」酸 「ア ソモ ニ ア」ノ水 溶 液 ヲ生

試 獣 ノ肺 臓 内 二注 入 シタル結 果 、肺 胞 壁 上 ノ毛 細淋 巴

管 ハ 「カル ミヅ 」ニ テ満 タ サ レ、網 状 ヲ呈 シ、 更 二静 脈

二沼叱 肺 門 二到 達 ス ル モ ノナ リ ト圭 張 ス。

1874年PH.CSapPy・ ・肺 臓 内淋 巴管 ・・相 互密 接 ナ

ル 連 絡 ヲ有 ス ル ヲ以 テ 淺 在 性 淋 巴 毛細 管及 ピ 深 部 淋

巴管 トニ匠 別 セ ル ノ・債 値 ナ シ ト論 ゼ リ。

Kleinノ ・人 艦 、 犬 、 海 狸 、 鼠 等 ノ肺 臓 淋 巴 系 統 二就 テ

研 究 ヲ行 ヒ、 肺 臓 淋 巴 管 ノ起 源 ヲ3個 所 トナ ス、即 チ

肺 胞 壁 、氣 管 壁 、肺 肋 膜 ニ シテ 肋膜 下 淋 巴 管 パStomata

ニ ヨ リ開放 性 ノ交 通 ヲ有 ス ト述 ブ。

Kifttner(32)・・1875年 、家 兎 及 ビ犬 二lndigoschwefelstiu・

re・Natronノ 飽 和 溶 液 ヲ 吸入 セ シメ 、 窒 息 死 セ シメ

タ ル 後 直 チ ニ氣 管 ヨ リ肺 臓 内 二無 水 「ア ル コー ル 」 ヲ

注 入 セル ニ、Indigoschwefels5ure・Natronハ 氣 管 上 皮

細 胞 、肺 胞 上 皮 細 胞 ノ間及 ビ組 織 遊 ビ ニ血 管 内壁 二現

ハ レ更 二是 等 ・・互 二 肋 膜 ノ内被 細胞 ト連 絡 ス ト述 ブ。

1878年V.Wittich㈹ ノ・Indigoschwefelsaure・Natron

溶 液 ヲ2時 間 二10乃 至13ccmノ 割 合 ニ テ生 試 獣 ノ氣

験的結核研究 テ行ハ ントスルニ當 リテモ未 ダ満

足 シ得ザル状態ナ リ。特 二海狽淋巴系統及 ビ氣

管枝淋巴系統 二關 スル研究 ハ蓼々タルガ如 シ。

故 二余ハ弦 二次二述くごルガ如キ研究 テ行 ヒ、第

一報 トラ併セ海狽全身淋巴系統 ノ研究 ラ完結 シ

諸賢 ノ御批判 テ仰 ガントス。

主 ナ ル 文 厭

管 中 二滴 下 セ リ、其結 果 二依 レバ各 肺 葉 下 部 二青 色 網

状 線 ノ出現 ヲ見 、 叉Sikorskyノ 記 載 セ ル ガ如 ク肺臓

ノ所 々 二結 節標 物 ノ散 在 セル ヲ知vリ 。1880年Klein

ノ・肺 臓 淋 巴 管 ヲ肋 膜 下 淋 巴 管 、氣 管 枝 周 園 淋 巴管 、血

管 周 園淋 巴 管 ノ3種 二分 類 セ リ。1924年 鳥 居(35)・・特

有 ノ色 素 ヲ使 用 シ、肺 臓 淋 巴 管 ノ研 究 ヲ行 ヘ リ。1935'

年M.Kutsuna(36)・ ・含氣 肺 臓 内 二色 素 ヲ注 入 シ之 ヲ淋

巴管 二 吸 牧 セ シメ、 一 方血 管 内 二 「カル ミ ン」 ヲ注入

シ、 直 チ ニ之 ヲ10%「 フ ォル マ リ ソ」水 中 二固定 シ、

組 織 解剖 學 的 楡 査 ヲ行 ヘ ル結 果 二依 レバ、淋 巴 毛細 管

ト毛 細 血 管 トノ・相 錯 綜 ヅ網 状 ヲ形 成 シ、前 者 ノ網 眼 ハ

後 者 二比 シ粗 大 ナ リ ト記載 セ リ。

2)氣 管枝 淋 巴 系 統 二就 テ

氣 管 氣 管枝 淋 巴 腺 ガ結 核 感 染 ト重 要 ナ ル 關 係 ヲ有 ス

ル 事 ・・既 ニ ー 般 結 核 研 究 者 ノ等 シ ク認 ムル所 ニ シテ、

氣 管 、氣 管 枝 淋 巴腺 ノ肺 臓 蛇 二頸 部 淋 巴腺 トノ關 係 二

就 ラレ ・多 薮 ノ研 究 報 告 ヲ見 ル ト錐 モ、相 反 セル ニ設 封

立 シ、 確 定 的 ナ ル設 ナ シ。 帥 チBazin{37),Woodhead

(38},Aufrecht(39),G6rdeler㈹,Welminsky(li),Thomson

㈹,P(ntenger㈹,Hildebrandt㈱,Buttessack㈹,V.

Weismayr㈹,Harbitz㈹,Beckmann㈹ 等 ノ・氣 管 、氣 管

枝 淋 巴 腺 ノ・、頸 部 淋 巴 腺 ト連 絡 ヲ有 シ、 氣 管氣 管枝 淋

巴 腺 結 核 ハ肺 結 核 二 先 行 ス ル モ ノナ η ト 圭 張 スル ニ

反 シ、Dieulafoy(49),Volland(50),Chiari(5i),CobbC52),

R.Pfeiffef53),GrobePl54),KrebsC55),M.Wassermann【56)

等 ・・、 頸 部 淋 巴 腺 ト氣 管 、氣 管 枝 淋 巴腺 間 ニ へ 全 〃

連 絡 ヲ認 メ ズ ト圭 張 セ リ。

更 二 氣 管及 ビ氣 管 枝 内淋 巴 管 二關 ス ル 研 究 モ亦 多数

學 者 二依 リテ行 ノ・レタ ル モ 、多 ク ノ・人 髄 二關 ス ル研 究

ニ シテ、Teichneann(58)ノ ・帥 チ、人 饅 及 ビ哺 乳 動 物 二於

ケ ル氣 管 淋 巴管 ノ初 メ ノ・氣 管 粘 膜 下網 状 淋 巴管 ナ リ

ト述iべ、Kδ11ikerノ ・氣 管 淋 巴 管 ノ初 メ ノ・明 カナ ラ ザ

ル モ恐 ラ ク 血 管 ノ愛 化 シタ ル モ ノニ 非 ズ ヤ ト述 ベ タ

リ。
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1893年A・Schnitzler(57)・ ・氣管及 ビ氣管枝内二於 テ・・

揮力暦及ビ腺暦 トノ間ニテ内被細胞 ニテ覆 ノ・レ粘膜

内ノ淋巴管起始部迄蓮スル大ナル空隙有 リ ト記載セ

リ。

更二氣管及 ビ氣管枝内 ノ毛細淋巴管 ・・人髄及 ビ他動

物二於 テ・・其形状及 ビ経過 ノ・粘膜層ノ厚サ如何ニヨ

ル ト述 ブル者アリ。

人髄二於 テハ氣管淋巴管ノ・淺在部及ビ深部 ノニ暦 ヨ

第2章

ユ)淋 巴 管 槍査 二使 用 セ ラル ・注 入 刺 二就 テ。

肺 臓淋 巴 管槍 査 二使 用 セ ラル ・注入 剤 トシ テ ・・色素

以 外 二水 銀、indigoschwefelsaureNatron「 カノvミ ソ」

酸 「ア ソモ ソJ等 ノ藥 割 使 用 サ レ、 色 素 トシテ ハGero-

ta(7)ノ 創 製 セ ルGerota'scheFarbl6sungヲ 初 メ トシ、

水溶 性BerlinerBlau,Gelatin加BerlinerBlau,

Anilin,色 素 、Chloroform溶 解Asphalt,共 他Wachs,

Talg,Terpentin61更 二鳥 居(35)、仙 波 ㈹ ノ創製 ニ ナ ル

油 刺 ト色 素 トノ混 合 物 等 ア リ、最 モ簡 軍 ナ ル注 入 物 ト

シテ ・・DaraKosa〈1i)ノ 使 用 セル 支 那 墨 ア リ。

リナル1・記載セルモ、Teichmannハ 狐、憤等二就テ

ノ研究ヨリシテ氣管内淋巴管ハ翠一層ヨリナル ト述

ベタ リ。

斯 〃ノ如久 氣管氣管枝淋巴腺 ノ結核感染経路・氣管

並 二氣管枝内毛細淋巴管二關 シテモ 甲論乙駁共ノ蹄

スル所 ヲ知ラズ。並二於テ余ノ・實験的聲學 ノ立場 ヨリ

シテ海狸 二就テ本問題 ヲ検討 セソトス。

實 験 材 料

2)余 ノ・國産良質墨(古 梅園)ヲ使用 シ、0・85%食 璽

水 ヲ以テ硯上ニテ約400同 磨 シ墨汁 ノ濃度 ヲ可及的

一定二保タシメ、二重濾過紙 ニテ濾過 シタル後Koch

ノ竈 ニテ1時 間滅菌ノ後使用 セリ。

3)試 獣 トシテ・・成熟濾 ヲ使用ス。

4)肋 膜下墨汁注入及 ビ淋巴腺内直接墨汁 注入 ニ ノ・

114「ツベルク1,ソ」注射針及ビ「ツベルクリソ」注射筒

ヲ使用 シ、肺臓内直接墨汁注入二・・1/3善通注射針 ヲ

使用セリ。

第3章 検査方法

第1節 肺 臓 淋 巴 系 統 ノ槍 査 方 法

第1項 肋膜下墨 汁注入法

肋膜下墨汁注入二當リテ・・、注射針 ヲ注入部肺臓表面

二卒行 トナ シ、肺臓組織 ヲ損傷セザル様注意 シ、僅 カ

ニ針尖 ヲ肋膜下二穿入スル ト同時二針尖 ヲ墾上 ジ、肋

膜 ヲ引キ上グッ・注射針 ヲ更二穿入セシメ、肺臓蛇ビ

ニ注射針 ノ位置 ヲ確實 二固定 シ、約0,1ccm乃 至0・2

℃cmノ 墨汁 ヲ極ク徐 々二注入ス。

余・・亦多籔ノ死湖 冥ノー側開胸術 ヲ行 ヒ、肺臓ヲ損傷

セザル様注意 シソ・胸廓外二引キ出シ、上記墨汁注入

法 ノ下二肺臓表面 ノ所 々二墨汁注入 ヲ行ヘ リ。更二亦
1エーテル」麻酔 ノ下 二生海狸二就 キテ同標 ノ實験 ヲ

行ヒ、墨汁 ノ進行状態及 ビ進行経路 ヲ知 ソラトセリ。

生海猿實験 二於 テ・・、開胸後間モナク死亡スルヲ以テ

開胸後肋膜下墨汁注入ハ可及的迅速ナル ヲ要ス。

上述 ノ如キ方法 ノ下二肋膜下墨汁注入 ヲ行 ヒ、肺臓表

面二生 ジタル黒色網眼 ヲ「ルーペ」ニテ観察ス。然ル後

多数 ノ海猿 二就 キ肺臓内墨汁注入部ヨリ僅 カニ隔 タ

リタル個所二於テ、或 ヒバ維切割ヲ或ハ横切割 ヲ加へ

其 ノ各 々ノ割面二於 ケル墨汁 ノ進行状態 ヲ「ノレーパ・」

ニテ詳細 二観察ス。

次二肋膜下腔内墨汁注入部附近 ノ肺臓組織 ノー部分

ヲ切除シ、10%「 フオルマリソ」水中二固定 シ、凍結或

ヒ・・「パラフィソ」包埋 ヲ行 ヒ、比較的厚ク(約10「 ミク

ロン」)裁噺 シ「^マ トキシリンエナジン」染色 ヲ行 ヒ、

墨汁頴粒 ノ肺臓内沈著状態 ヲ検査ス。

第2項 肺臓 内墨汁注 入法

前 肋膜 下墨汁注 入法 ト同様死 海猿及 ビ生海狸 二

就 キー側開胸術 テ行 ヒ、肺臓 内 二注射針 テ穿 入

シ徐 々二墨汁注 入 テ行 フ。

第2節 氣 管 枝 淋 巴 系 統 ノ 槍 査 方 法

第1項 淋 巴 腺 名 及 ビ位 置 検 査 方 法

1.氣 管氣 管 枝 淋 巴腺Lgll.tracheo・bronchiales.

2.氣 管 分枝 淋 巴 腺Lgll.bifurcationistracheae.

3.氣 管淋 巴 腺Lgll.tracheales.

4.前 上縦 隔 蜜 淋 巴 腺Lgl1.mediastinalesant.sup.

淋 巴腺 ノ位 置検 査 二 當 リテ ハ既 二第1報 二 於 テ 述 ベ

タル ガ如 〃、 無虜 置 系 統 解 剖 學 的 観 察 ヲ 行 ヒ テ 確 定

ヌ・o
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第2項 淋 巴管 ノ検査 方法

第1報 淋巴管検査二當 リテ行ヘル ト同標414「 ツ ベル

〃リソ」注射針 ヲ使用 ジ、先ヅ氣管氣管枝淋巴腺 ノ髄

質内二直接墨汁注入ヲ行 ヒ、淋巴管 ヲ目撃 シ附近淋巴

腺 トノ關係 ヲ明カニセリ。

更二氣管氣管枝淋巴腺内墨汁注入後直 チ ー氣管枝部

附近 ノ氣管壁 ノー部 ヲ切除ジ、無塵置 ノ儘 ニテ鏡検 シ

氣管内淋巴管 ノ経路 ヲ観察ス(鳥 眞参照)。

第4章 検査成績

第1節 肺臓淋 巴系 統 二就 テ

余 ハ研究 二當 リ、死海狽及 ピ生湖 冥テ使用 シ、

略 ≧同一 ノ結果 テ得 タルモ死海猿 二於 ケル結果

ハ生海猿 二於 ケルガ如 ク明瞭 ナラザ リ シテ以

テ、弦 ニハ生海瞑實験成績 二就 テ ノミ述ベ ント

スo

第1項 肋膜下墨汁注入成績

肋膜下二注入セラレタル墨汁ハ注入部位二於テ

ハ黒染著 シク何等観察 シ得ザ レドモ、其 ノ周邊

二於テ網状 ノ黒線 テ現ハ シ、更 二墨汁注入部位

ヨリ僅カニ隔 タレル肺表面 二島歌 ノ黒色網状線

ノ出現 テ見ル。本網状線 ハ廣汎二亙ル事ナクー

部分二限局 セラル、 コハ先學諸賢 ノ記載セル

肺臓淺在淋巴管 二相當スルモノナラン。次 二肋

膜下墨汁注入後肺臓 ノ種 々ナル個所二於テ切断

ヲ加ヘタル断面テ「ルーペ」ニテ観察 セルニ、注
ら

入部位 二接近 セル断面二於テ墨汁ハ樹枝歌 二進

行 シタル後漸次全面テ黒染 スルラ見ル。更 二亦

切断面 ノ所々二於 テ黒色球歌隆起物存在 ス。該

黒色隆起物 ハ特 二大氣管枝二近 ヅクニ從 ヒテ漸

次増大 シ明カニ氣管分枝上二誇 リテ存在 スルヲ

知 レリ。由是断面 ノ黒色樹枝封犬進行ハ即チ肺臓

内淋巴毛細管 ニシテ、黒色球状隆起ハ肺臓内淋

巴腺ナ リト考 フ。更 二肋膜下墨汁注入部周園 ノ

肺臓組織片 テ切除 シ、前記方法 ノ下二組織學的

検査 テ行 ヒ墨汁穎粒 ノ肺臓 内沈著状態 テ検 スル

ニ、肺胞壁 二沿 ヒ黒汁穎粒 ノ不連綾的配列 テ見

更二此 ノ不連綾穎粒 二接 シテ黒色球状塊 ノ存在

スルテ知ル。前者ハ即チ肺胞壁周園淋巴管 ニシ

テ、不連綾的 二見ユルハ網状 テナセル肺胞壁上

淋巴管 ノ横断面 ナリ。而 シテ後者 ノ黒色球状物

ハ肺胞壁上毛細淋巴管 二連絡 セル肺臓内最末端

淋巴腺ナ リ(第3圖 及 ピ第5圖 参照)。

第2節 氣 管 枝 淋 巴 系 統 二就 テ

第1項 淋 巴腺 ノ位 置

1)氣 管氣管枝淋巴腺。氣管ノ左右氣管枝 二分枝セ

ソトスル位置二於テ氣管側壁及 ビ氣管枝壁上二跨 リ

テ在スル 比較的大ナル淋巴腺 ナ リ。左右各 々1個 ア

リ漿膜ニヨリ包マル、コノ漿膜 ヲ切除セバ氣管、氣管

枝淋巴腺 ヲ容易 二登見 シ得ルモ、之 が氣管壁上二在

ルモノナルヤ、血管壁上二存 スルモノナ リヤニ關シ

テノ・直チニ列定 シ得ザル 状態 ナ リ、然 レドモ氣管氣

管枝淋巴腺 ヨリ直チニ細淋巴管 ノ氣管壁内二進入セ

ル状態及 ビ後述 セントスル 結核感染海猿 ノ病攣進行

セル場合二1・、本淋巴腺ノ・著 シク強固二氣管壁 ト密著

セル事實 ヨリシテ氣管壁 ト密接ナル關係ヲ有スベク、

從.ツテSukinnikowノ 訊 ノ如 ク、該淋巴腺・・氣管壁上

二在 リト考フルガ至當ナラソ(第1圖 参照)。

2)氣 管分岐部淋巴腺。氣管 ノ左右氣管枝 二分枝セ

ル頂角内ニテ雨氣管枝二接スル3乃 至4個 ノ小淋巴

腺ナ レド時二獲見 シ得ザル事アリ。

3)氣 管淋巴腺。氣管氣管枝淋巴腺登見ノ後之 ヨ リ

氣管雨側 ヲ上昇 シテ槍スレバ氣管二接 シ容易二登見

ン得ル小淋巴腺ナ リ。

第2項 淋巴管経路 二就 テ

ー側 氣管氣管枝淋 巴腺 内 二注入 セ ラ レタル墨汁

ハ直 チニ2本 ノ輪 出淋 巴管 二入 リ、一 ツハ氣管

外側 ラ上昇 シ同側氣管淋 巴腺 二至 リ、他 ノー一ツ

ハ氣管 後壁外部 テ斜 二上昇 シ反封側氣管淋巴腺

二至 ル。斯 クノ如 クニ シテ雨側氣 管淋巴腺 二達

シタル後墨汁 ハ更 二氣管 ノ雨側 テ上昇 シ、前 上

縦 寳隔淋巴腺 二達 シ然 ル後左右 静脈 角 二開 ロ ス

(第4圖 参 照〉。

次 二墨汁 ノ氣管外部走行経 路 ノ観察 ト共 二、氣

管壁 内淋巴毛細管 ノ経路 テ知 ラン ト氣管分枝 部

附近 ノ氣管壁 テ切除 シ、無塵 置 ノ儘 ニテ鏡 見 セ

バ氣管粘 膜下 二網歌 ノ淋 巴毛細管及 ビ略 亙之 ト

の
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走行 テ共 ニセル毛細血管テ見ル。更二余ハコノ

氣管粘膜下淋巴管 ノ氣管上部二於ケル経験 テ知

ランガ爲 メ再三氣管氣管枝淋巴腺内直接墨汁注

入テ行ヘルモ終 二其 ノ目的テ達 シ得ザ リキ。但

シ本毛細淋巴管 ガ漸次上昇 シ、氣管上部 二到達

スルモノナラントハ想像 スルニ難 カラズ。氣管

粘膜下淋巴管 ノ詳細 テ観察 スルニ比較的太キ淋

巴管ハ氣管環歌軟骨間 ノ軟部組織 ラ貫キテ氣管

壁組織内二進入ス。斯 クノ如 クシテ氣管壁組織

内二進入セル淋巴管ハ環状軟骨 ト李行 シテ横走

シ其 ノ間多敷 ノ分枝 テ氣管 ノ長軸 二李行 シテ出

シ、其 ノ毛細淋巴管モ末端ハ軟骨内二浸 ス(寓

眞参照)。

第5章 氣管氣管枝淋巴腺 卜頸部淋巴腺 トノ連絡二就テ

氣 管氣 管枝淋 巴腺 ガ頸部 淋巴腺 ト連絡 テ有 シ、

結核 菌 ノ氣 管氣管枝淋 巴腺 内進 入ニハ必 ズ頸部

淋巴腺 テ通過 セザル可 ラズ ト圭張 セルモ ノニ、

Bazin,Woodhead,Aufrecht其 ノ他 多撒 ノ結

核研究者 アリ.

Aufrecht,Gordelxハ 検 死 ノ場 合厘 く頸 部淋巴

腺 ノ連鎖及 ビ縦 隔膜淋 巴腺 ノ練 テガ肺 門 二到達

セル テ登 見 シ、是 テ以 テ頸部淋 巴腺結核 ガ肺結

核 二先行 スル モ ノナ リ トノ根縁 トナセ リ、

Woodhead,Weleminsky及 ビV.Behring等

ハ食飼試験或 ハ舌實 質組織 内二結核菌 ノ接種 テ

行 ヒタノk場合、結核 菌 ハ願 下淋 巴腺、下顎 下淋

巴腺、後頸部淋 巴腺 テ経 テ初 メテ氣 管氣管枝淋

巴腺 二達 シ、結核 性病攣 テ惹起 セシムル事 テ知

レリ。 然 レドモDieulfoy,Volland,Ehiari,

Cobb等 ハ氣管氣管枝 淋巴腺 ノ結核性病攣惹 起

ハ、結核 菌 ガ淋巴流 ト共 一Truncilymphatici

ラ通 過 シ之 ヨリ静脈血 中 二流 入 シタル後惹起 ス

ト圭張 シWoodhead,Weleminsky等 ノ設 ラ反

駁 セ リ。

R.Pfeiffe,Grober,Wolland・ ・結核 菌 ・・上鎖

骨窩淋 巴腺 二止 マ リタル後 直 チニ肺尖 二進 入ス

ルモノナリト圭張セリ。Klebs,Beckmann,M.

Wassermannハ 臨躰的経験 ヨリ、上鎖骨窩淋巴

腺結核ガ肺結核二先行 ス ト錐 モ此 ノ際頸部淋巴

腺ニハ結核性病疑 ヲ認 メズ ト記載 セリ。

上述 ノ如ク、Bazin以 下多撒 ノ學者ハ頸部淋巴

腺 ト氣管氣管枝淋巴腺 トハ連絡 テ有 ス ト圭張 セ

ルモ、頸部淋巴腺中 ノ如何ナル淋巴管 ニヨリ連

絡 テ有 スルカニ關 シテハ何等言及 スル塵 ナ シ。

而 シテ余 ノ読二報告 セル頸部淋巴管経路拉 ビニ

上鎮骨窩淋巴腺 ト氣管氣管枝淋巴腺 トノ關係ラ

知ルナラバ氣管氣管枝淋巴腺ガ上鎖骨窩淋巴腺

ト關係 テ有 シ、上鎖骨窩淋巴腺ガ耳下淋巴腺以

外 ノ頸部淋巴腺 ト無關係 二病憂 テ惹起 スル事 ハ

明白ナル事實 ニシテ、氣管氣管枝淋巴腺 ノ結核

感染経路モ確定 シ得ルモノ ト考 フ。

余ハ弦二氣管氣管枝淋巴腺 二至ル結核菌ハ上鎖

骨窩淋巴腺 テ通過 スト述くごタルモ、氣管氣管枝

淋巴腺二到達 スベキ結核菌 ノ総 テガ上鎖骨窩淋

巴腺 テ通過 スト圭張 スルモノニ非 ズシテ、唯上

述 ノ如キ経路 ニヨリテモ氣管氣管枝淋巴腺 ノ結

核菌 ノ侵襲 テ受 クル事有 リト唱 フルモノナリ6

第6章 総括拉ビニ考按

余ハ海狽 ラ試獣 トナシ、肋膜下墨汁注入、肋膜

下墨汁注入後、肺臓縦横切漸面観察、墨汁注入

後肺臓組織内墨汁穎粒沈著歌態 ノ検索、肺臓實

質内墨汁注入法及 ピ氣管氣管枝淋巴腺内墨汁注

入法等ニヨル諸實験 テ行 ヒ、肺臓内淋巴系統及

ビ氣等氣管枝淋巴系統 二關 スル大罷 ノ概念テ得

タリ。

帥 チ肋膜下墨汁注入テ行 フヤ、墨汁 ノー部 ハ肋

膜下 二於 テ網眼状黒線 テ形成 シ、他 ノー少部分

ノ墨汁ハ肋膜下淋巴管 二吸牧セラレ、之 二連絡

セル肺胞周園淋巴管 二到達 シ更 二肺胞相互 ノ連

絡淋巴管 テ通過 シ、注射部位 ヨリ隔 タレル肋膜
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下淋巴毛細管中二流入 シ、島状 ノ網眼テ出現ス。

Teichmannハ 最末梢氣管枝分岐lt虹u・二肺胞

壁上ニハ淋巴腺 テ認 メズ ト主張 スレド、余ハ組

織學的検査 ノ結果、肺胞壁周園 ノ不連績墨汁穎

粒 ハ即 チ網状毛細淋巴管 ニシテ、 コノ毛細淋巴

管 二接 シテ存在 スル墨汁穎粒 ノ塊状 テナセルハ

肺胞壁上淋巴腺ナ リト考へTeichmannノ 読 テ

反駁 セントス(第5圖 参照)。

肺臓断面観察 二際 シテ墨汁ガ樹枝上二現 ハレ所

々二墨色塊状物 テ形成ルステ認 メタルガ、 コレ

ガ氣管枝分岐貼上二在ル事 ハ大氣管枝附近 二於

テ明カニ知 リ得。樹枝状 テ呈 シツ ・墨汁 ノ進行

セルハ即チ淋巴管 ニヨルモノナリ、而 シテ後者

ノ黒色塊歌物ハ肺臓内淋巴腺 ナリ。

次 二肺臓實質内二注入サレタル墨汁バー部分ハ

肺胞壁周園淋巴毛細管 二流人次 デ肺臓内淋巴毛

細管及 ビ淋巴腺テ通過 シ肺門部氣管枝淋巴腺 二

達 シ更 二氣管外壁二沿 ヒ網状 テナシテ上昇 シ、

氣管氣管枝淋巴腺二到達 ス。他 ノー一部 ハ肺胞壁

周園毛細淋巴管 ヨリ吸牧 サレ肋膜下淋巴毛細管

中二流入ス。

余 ノ研究二依 レバ肋膜下淋巴管 二流入 シタル墨

汁ハ肺表面 二廣汎二亙ル事ナクー局部 二限局 サ

ル ・事 ヨリシテ海狼肺肋膜下淋巴管ハTeich-

mannノ 述 ブルガ如キ,廣 キー層 ノ網状淋巴管

テ形成 セルモノニ非ズ シテ圖二示 メセルガ如 ク

肺肋膜直下二於ケル肺胞相互 ノ淋巴管連絡 ニヨ

リ形成 セラル ・モノニ シテ特 二淺在性淋巴管、

深在性淋巴管 ノニ ツニ匠別 ス可 キ蔭要ナ シト主

張 セルSappyノ 読 二質成スルモノナリ(第4圖

参照)。

氣管氣管枝淋巴腺中二進入 シタル墨汁ハ其大部

分 ハ氣管 ノ外側 テ上昇氣管 ノ凡 ソ後壁 二密著セ

ル左右氣管淋巴腺二連絡 シ之 ヨリ更 二上昇、前

上縦隔寳淋巴腺 二達 シタル後左右静脈角 二開ロ

ス。他 ノー部墨汁 ハ氣管氣管枝淋巴腺 ノ存在 ス

ル附近二於 テ環状軟 旨間氣管壁 テ貫通 シ氣管粘

膜下二達 シ細太網莞犬淋巴管 テ形成 シ其一部 ガ氣

管環状軟骨内二迷入ス(第4圖 及 ピ爲眞参照)。

余 ノ實験 二依 レバ氣管粘膜下淋巴管ハ氣管分岐

部附近 二於テ獲見セル ノミニ シテ再三 ノ實験二

依ルモ氣管全面 ノ淋巴管経路 テ知 リ得ザ リシモ

該淋巴管ハ喉頭附近 二迄到達セルモ ノト考フ。

而 シテ毛細管二辮膜 テ有 セズ其流方向自由ナリ

トセバ、喉頭内進入異物 ハ氣管粘膜下淋巴腺テ

通過 シ氣管氣管枝淋巴腺二達 シ、又氣管氣管枝

淋巴腺内異物ハ上昇 シ喉頭二達 スル事モ可能ナ

ル ベ シo

氣管粘膜下淋巴管ハ人禮 二於テハ淺部、深部 ノ

ニ層 二匠別サル ・モTeichmannハ 孤、犠二關

スル研究 ニヨリ是等動物 二於テハー層ナ リト記

載 セリ。余 モ亦本研究 ノ結果、海猿二於テモ氣

管粘膜下淋巴管バー層 ナリト考 フ.氣 管及 ピ氣

管枝 テ通過 シ肺臓内二吸入セラレタル異物モ ヒ

述 ノ如 キ経路 二依 リ淋巴系統中二進入 シ、或物

ハ組織内二止マ リ、或物ハ淋巴系統 テ通過 シ近

流中二流入スルモノナ リ。

欄筆二際 シ恩師戸田教授 ノ御指導 ト御校閲二封

シ満腔 ノ謝意 テ表 ス。
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